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発達障害のある児童生徒のICT活用による支援（ワークショップ）

1 趣旨

発達障害児童生徒が抱える学習及び生活上の困難に応じた調整を行う上で、ICT活用は効果的な選択肢の

一つです。5月・6月に実施された講座では、ICT特にタブレット端末に着目し、基礎編では、はじめてiPad

を触る方を想定し、タブレット型情報端末(iPad)導入の際の基本的な考え方や留意点、実際の扱い方につ

いて取り扱い、活用編では、基礎的な活用法を理解している方を想定し、授業での活用方法、児童生徒のア

セスメント方法等について学んできました。今年度を締めくくる本ワークショップでは、発達障害教育にお

けるICT活用の実践報告を行います。学生及び現職教員が発達障害等のある児童生徒の教育におけるICT活

用に必要な知識と技能を、実践報告や事例検討を通じて学びます。

2開催期日

ワークシヨツプ12月23日（水) 9:30-16:30

3会場

広島大学教育学部L204 (〒739-8524東広島市鏡山1－1-1)

4対象（定員）

現職教員：40名，学生：20名

5 日程・内容

9:00～9:30

9:30～9:40

9:40～10:40

受付

オリエンテーション

事例発表1

高原淳一（香川大学教育学部附属特別支援学校）

事例発表2

高本富子（広島市立基町小学校自閉症・情緒障害特別支援学級）

質疑

教育講演

「アシスティブテクノロジーの発達障害教育への適用について」

氏間和仁（広島大学大学院教育学研究科）

事例検討「インシデントプロセス法に基づく事例検討」

高原淳一・高本富子・氏間和仁

オーガナイザー：林田真志（広島大学大学院教育学研究科）

質疑

10:50～11:50

11:50～12:00

13:00～14:00

14:15～16:00

16:00～16:30

その他

○昼食は各自でご用意ください。

○お車でお越しの際には、広島大学構内の駐車場（無料）をご利用ください。

6

○研修内容や運営の改善､および事業報告書の一部に使用するために､研修の様子を撮影します｡予めご了承ください。

○この研修についてのお問い合わせは、下記へお願いします。

T739-8524東広島市鏡山1-1-1

広島大学大学院教育学研究科特別支援教育学講座氏間和仁．林田真志

電話082-424-7175

ictCUjilab.hiroshima-u.ac.jp



事例発表1

児童たちの活動や学習を広げるICT活用

～知的障害特別支援学校小学部での取組～

香川大学教育学部附属特別支援学校高原淳一

1 はじめに

パソコン・デジタルカメラ・スマートフォン・タブレットなど，私たちの身

の回りには，様々なICT機器があふれている。これらの機器は，私たちの能力

を補助し，引き上げ，より便利な生活を支援してくれる。この恩恵は，障害の

ある子どもたちも同様である。むしろ，いろいろな場面で生活しにくさを感じ

る彼らにとって，能力を補助し，引き上げてくれるICTの存在は，私たちより

もその重要性が高いとも言えよう。
健康状態，

(変掴またIさ病気）
WHOのICF (国際生活機能分類）の障

害モデルは，支援の状況など環境的な

要因で，その人の「障害」（活動の制限

や参加の制約）が変化することを示し

ている（図1)。この環境要因には，今

回のテーマであるICT機器も当然含ま

れている。

「障害」と言っても，その困難さは
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図1 1CFの障害モデル
様々である。一般に，「見えにくさ」

「聞こえにくさ」「動きにくさ」など，身体に関する困難さはイメージをもち

やすく，それに対する支援も想定しやすい。しかし，「覚えにくさ」「理解しに

くさ」など，知的・認知的な困難さについてはイメージをもちにくく，それに

対する支援も想定しにくい。

本稿では，知的障害のある子どもたちにICT機器を活用した支援を行うこと

で，彼らの活動や学習がどのように広がるのかについて，本校小学部での事例

を基に紹介していく。

2 活動への参加を高めるICT

（ 1 ）発表手段としてのVOCA

Aさんは，発音が不明瞭であるため，自分の言いたいことが他者になかなか

伝わらないことが多い。授業中の発表でも，せっかく頑張って発表しているの

にみんなに伝わらず，達成感が得られにくい状態であった。

そこでVOCA (音声出力コミュニケーションエイド）を使って彼の表出を支

援した。VOCAには, Aさんの発表場面に合わせて，あらかじめ複数のメッセ



一ジを録音しておく。Aさんは，自分の発表の

番になると, vOCAを持ってみんなの前に出て，

発表したいメッセージが録音されたボタンを押

して発表するのである。

自分の発表がみんなに確実に伝わることが達

成感につながり, Aさんは発表活動に意欲的に

取り組むようになった（写真l) 。

写真I VOCAを使って発表する
(2) iPadを使った司会進行 Aさん

Bさんは，語彙が少なく，話せる言葉も不明瞭なため，話した内容が相手に

伝わりにくかった。

AさんのようなVOCAを活用も試みたが，友達とのやり取りに合わせてタイミ

ングよくボタンを押すことが難しく，次々とボタンを押して会をどんどん進行

させようとしてしまうことがあった。また，他者からの干渉に敏感なBさんは，

そのように間違えたときの修正を受け入れづらいこともあった。

そこで, iPadのプレゼンテーションアプリである『Keynote』をVOCAとして

使うことにした。 1スライドに一つずつメッセージを録音しておき，設定され

た時間で自動的に画面が切り替わるようにする。BさんがiPadの画面を押して

メッセージを出力し，友達がそれに反応した頃，自動的に次のメッセージ画面

に切り替わるようにしたのである（図2)。
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図2 一定時間が経つと自動で画面が切り替わる

また，時間が想定できないやり取りが入る場合

には，指導者が手元のiPhoneのリモコンアプリで

iPadのスライドを操作して，任意のタイミングで

画面を切り替えることができるようにもした。

このような工夫をすることで, Bさんは指導者か

ら干渉されることなく，一人で自信をもって会を

進行することができるようになった（写真2)。ま

た，司会係を繰り返すうちに，やり取りのパター

ンを覚え，最初は苦手だった友達の反応を待つと

いうことも，次第にできるようになっていった。
写真2 iPadで司会をする

Bさん
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（3）音声読み上げペンでせりふを確認

cさんは，音声でのやり取りが可能で，会の司会にも積極的に取り組むこと

ができる。しかし，文字が読めないため，司会の台本を読み取ることが難しく，

自信をもって進行することができない状態であった。

そこで, Cさんが自分で司会台本を確認できるように，音声読み上げペンを

利用するようにした。音声読み上げペンとは，あらかじめ専用のシールに音声

を録音しておくと，ペンでそのシールに触れることで録音したメッセージが再

生されるというものである（写真3)。このシステムを使って, Cさんが台本上

のシールをペンでタッチし，再生される音声を聞いて次のせりふを確認し，そ

れを復唱する形で発言して司会を進行していくようにしたのである。

この支援を始める前は, Cさんが不安になると，指導者が小声で次のせりふ

を耳打ちしていた。しかし，この音声読み上げペンを使うようになってからは，

指導者に頼ることなく , Cさんが自分で確認し，自信をもって司会を進めてい

くことができるようになった（写真4)。
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写真3 音声読み上げペン用のシールが

貼られた司会台本

写真4 音声読み上げペンでせりふを確
認しながら進行するCさん

3 学習を支援するICT

（ 1 ）スライド画面を使った授業の導入

授業の導入では，今からどのような学習をするのか，なぜその学習をするの

かを伝え，児童たちにその授業の見通しをもたせ，学習活動への意欲付けを図

る。

しかし，いきなり「今日は○○をします｡」と口頭で伝えても，言葉を理解

できなかったり活動をイメージできなかったりして，意欲付けにつながらない

ことが多い。そこで，その授業に関連する写真や動画をテレビ画面に提示し，

活動を具体的に伝えることで，「楽しそう。」「やってみたい｡」という児童たち

の気持ちを引き出しやすくなる。

例えば，水族館に校外学習に行く事前授業では，まず過去の校外学習（水族



館）の写真を提示することから始めた。「こ

れから写真を写すよ。何の写真か，よく見て

てね｡」と言いながら水族館にいる生き物の

写真をテレビに写していく。児童たちは，

「イルカ」「カメ」と，知っている名前を

次々に発言し，これから始まる授業に興味

津々だった（写真5)。

（2）手||頂動画の活用
写真5 スライド画面を使って導

入をしている様子
工作や調理など作業的な活動を行うときの

作業手||頂の説明は， 動画を活用することで，より分かりやすく手順を児童に伝

えることができる。実演では大切なポイントに注目することが難しかったり，

写真では活動の流れがイメージしにくかったりする。動画による手順提示は，

その両面をカバーすることができる（しかし，動画は流れて消えるという性質

があるので，静止画の手||頂表を併用して記憶を補助する必要がある。また，ダ

イナミックな活動の場合は目の前での実演の方が効果的な場合もある。)。

ここでは，おにぎり作りの調理実習での利

用を紹介する。おにぎりはクラスのどの子も

好きだが，それを作る経験はほとんどの子が

もっていなかった。そこで，手順のイメージ

をもってもらうために，指導者が作っている

様子を動画に撮り，それを視聴しながら手順

を確認していった（写真6)。一工程ずつ動画

を見て，その内容に合う手順カードをホワイ

トボードに貼っていくことで，実際におにぎ

』

血
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りを作る際にはその手順カードを参照しなが 写真6 おにぎり作りの手順を示
した動画

ら作れるようにもした。

（3）デジタル教材としての活用

パソコンやタブレットでは，プレゼンテーションツールである『PowerPoint」

(Windows・Mac)や『Keynote｣ (iPad)などを使うことで，オリジナルのデジ

タル教材を簡単に作ることができる。

デジタル教材は，児童たちの意欲を高めると同時に，操作に対する反応が常

に一定であるので因果関係を分りやすく学習できるというメリットがある。ま

た，タッチパネルを備えた機器であれば，キーボードやマウスの操作が難しく

ても画面を触るだけで入力できるため，知的障害のある児童たちにも使いやす

い。

教材を制作できるようになるにはツールへの'|貫れが必要だが，ぜひ活用した

い。
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単語を学習する教材。文字を順番に
押していくと，その単語の写真が完

成していくようになっている。

「大きい」「小さい」を学習する
ル教材。問いに合う方のイラス

タッチし，正解なら花丸が出る。
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4 話題の共有を支援するICT

（1 ）体育での動画を使った振り返り

体育では，活動の最後に，その日の活動を振り返る時間を設けている。しか

し，指導者の口頭だけの振り返りでは，何を評価されているのかが児童たちに

伝わりにくい。そこで, ｢Coach' s eye」という iPadアプリを活用している

（写真7)。このアプリを使って，活動中の動画を再生しながら，手の伸ばし具

合や足の曲げ具合を描画ツールで強調して確認したり，注目ポイントを○で囲

んで指摘したりするのである（写真8)。そのようにして，指導者が評価してい

るポイントを視覚的に示すことで，児童たちは「何を評価されているのか」が

理解しやすくなる。賞賛されていることが具体的に伝わることで，次時への意

欲が高まりやすいと考える。
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写真7 自分たちの活動の様子を動画で確写真8 ｢Coach' s eye』の画面例。撮
認する 影した動画に描画ツールを使って

描き込みができる。

（2）給食の画像を題材としたやり取り支援

本校小学部では，児童の発表活動や，そこでの児童同士のやり取りを支援す



ることにも力を入れている。児童たちがやり取りの練習をしやすい話題として

は，児童みんなが経験している場面が望ましいと考えた。そこで，話題として

「給食」を選び，毎日の帰りの会で給食についてみんなで発表し合うことにし

た。そして，話題をより共有しやすいように，給食の画像をテレビに映し，そ

れを媒介としたやり取り場面を設定した。

まず，給食の時間に，その日の給食を指導者がデジタルカメラで記録してお

く。そして，帰りの会では，児童が一人ずつ，テレビに映された給食画像に

「おいしかったシンボル」を貼ったり指示棒で指し示したりしながら「○○が

おいしかったです｡」と自分の好きなメニューを発表していく（写真9)。聞き

手の児童たちは，友達の発表に対して「○○，おいしかったね｡」とフィード

バックを返す（写真10)。

このようなやり取りを繰り返す中で，自分の意見を発表したり，友達の発表

に応答したりなどのやり取りを学習できるのではないかと考えている。
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写真9 テレビの画像を使って，おいし
かったメニューを発表する

写真10 友達の発表に「おいしかった

ね」と札を上げながらフィード

バックを返す聞き手の児童たち

（3）自分のお気に入り画像でのやり

取り

やり取りへの意欲を高めるために，コミュ

ニケーションの話題となる画像を児童自身が

準備することも有効である。

Dさんは，少し前のことを正確に思い出す

ことが難しく，やり取りがあいまいになりが

ちな児童である。

ある校外学習で, Dさんのクラスの児童た｡'ﾉ'もj'又ゾトナ白唱, Uごハノvノンノハvﾉﾝ乙里/L
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写真11 自分の気に入ったものを

ちは一人ずつiPodTouchを持って出かけた。 写真で記録するDさん

校外学習先で気に入ったものがあったときに，自分で記録するためである（写

真l1)。そして，事後学習では, Dさんたちが撮影した画像をもとに振り返り

が行われた。自分が撮った画像がテレビに出るため, Dさんもそのときの様子

を想起しやすく，それを話題に楽しくやり取りをすることができた。



5 おわりに

これまで, ICTを活用した活動・学習支援についての事例を紹介してきた。

これらを踏まえつつ，学校でICTを活用するメリットをまとめれば次のように

なる。

●静止画や動画を活用することで，必要なことを視覚的・具体的に子ど

もたちに伝えることができ，注目も得やすい。

●子どもの操作にフィードバックを返すようなインタラクティブな教材

を使用できる。

●コミュニケーションや時間管理など，子どもが苦手としている活動を

子ども自身の操作で補助することができる。

I
日

I

I

最後にICTを活用する上での留意点について述べておきたい。

まず, ICTは万能ではないということである。現状では，使いづらいこと，

できないこともまだまだたくさんある。しかし，今ある技術で子どもたちを支

援できることもたくさんある。完壁なものを求めていては，いつまで経っても

児童たちを支援できない。小さなことでも，今できることから支援を始めるこ

とが大切である。

また, ICTさえあれば問題が解決するというのも誤解である。ICTのような

ツールはよく眼鏡に例えられる。眼鏡をかけたからといって，成績が上がるわ

けではない。眼鏡をかけることは視力を補い，学習のスタートラインにつくと

いうことである。見える状態で何を学ぶか，どのような力を付けるかが重要な

のである。ICTも同様で，どのような力を育てるために使うのかということを

指導者が意識しておかないと, ICTを使うこと自体が目的となってしまいかね

ない。

子どもたちが学校で学習できる時間は有限である。限られた時間で，精選さ

れた内容をいかに効率よく学習していくかが求められる。ICTがそのための有

効な支援方法の一つとなってほしいと思う。

１
１



事例発表2
特別支援学級におけるタブレット端末の活用

～初歩的な活用での実践例～

広島市立基町小学校高本富子

1 はじめに

子どもたちは，携帯電話パソコンやタブレット，ゲーム機，デジタルカメラなどを，

毎日のように使って生活をしている。それらの機器に対して，児童は大変興味関心をもっ

ており，使い方もそれぞれに必要な用途に応じて，独自に習得している。また，それらの

機器は児童にとって，これからはなくてはならない生活の一部となっていくであろう。し

かし，私自身は，パソコンやデジタルカメラは扱うものの，それ以外の機器に関しては，

全く知識も技能も持ち合わせていなかった。そんな中で，昨年度からの2年間，広島市教

育委員会の研究事業である，「特別支援教育におけるタブレット端末の活用に係る調査･研

究」に参加させていただく大変貴重な機会を得た。

2実践の期間と児童の目標

今回の実践研究の対象児童は,主に自閉症･情緒障害特別支援学級の3名の児童である。

それらの児童について，タブレット端末についての学習目標を簡単に紹介する。（以下A児

B児C児として記す｡)

学習目標は，主なもので，以後の実践事例に関わっているもののみを示している。

児童 実施期間 タブレット端末についての学習目標（自立活動の項目）

A児 3～4年生

○視知覚・認知の力を向上させ，意欲的に学習に取り組む。

・自立活動のねらいの中の

3-(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。

4-(2)感覚や認知の特性への対応に関すること。

B児 1～2年生

○見通しをもち，自信をもって学習に取り組む。

･自立活動のねらいの中の

2-(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲

に関すること。

3-(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。

c児 2年生

○一定の時間，意欲的に学習に取り組む。

･自立活動のねらいの中の

2-(1)情緒の安定に関すること。

3-(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。



3実践例

（1）視知覚・認知機能の向上をねらった事例(A児）

①タブレット端末使用時間

自立活動の時間，教科学習の初めの時間に行った。

②使用アプリ及び内容・特長

出’
可

司

C函鈎u口も

『

■■

■■
L

写真1
<ColorSquare>(写真1)

画面に，微妙に色の違う部分が出てくる。それを見つけて，タップする。正解する

と次の画面に進む。画面は，2×2の4枚から始まり，3×3，5×5，7×7．．．

と進む。制限時間がある。何度も挑戦することができる。

<Lonelycolor>(写真2)

面に，3×3，4×4，5×5の色板が出る。3×3では，9枚の色板

が出る。3×3では，2枚1組の色が4組あるが，1枚だけのものが

1色ある。それを探し出して，タップする。正解すると，同じ3×3

の9枚の次の問題になる｡4×4の場合は,3枚1組の色が5組あり，

1枚だけのものが1色ある。5×5の場合は，4枚1組の色が6組あ

り，1枚だけのものが1色ある。10問題終了する時間を競う。

r下面
■

l ll_
怪 』

ロ ，『

写真2

＜間違い探し3＞（写真3写真4）

写真4のような左右の画面から，

違いを探し出して，タップする。ど

ちらの画面をタップしても良い。正

解すると，「ピンポン」という効果音

と共に，赤の○印が両方の画面に現

〈‘〕 古命吉舎篭 ’.…

一
》

れる。間違えた場合は，「ブッブー」 写真3
唾〆言]－れっ・問屋えた場合は，’フツフー」 子呈。 ＝琴､｡

という効果音が流れる。左上に，制 写真4
限時間を示すタイマーがあり，時間を意識しながら

進めることができる。

<ModernLabyrinth>(写真5)

銀色の玉をスタートからゴールまで進める。複雑な迷路で，玉が

穴に落ちないようにする。玉が穴に落ちると，終了する。タブレッ

ト端末を直接動かす。動かした向きや傾きがそのまま玉の転がりに
写真5

つながるので，目と手，体全体を使って行う。

③学習と児童の様子

タブレット端末を使った学習を，いつもとても楽しみにしており，意欲的に取り組ん

だ。タブレット端末を使用する目的や効果を十分に伝えて行った結果，学習の一部であ

ることを意識して取り組むことができた。画面を隅々まで目で追い，取り組んだ。

教室で,板書を見たり書いたりすることに,抵抗を示すことが多かったが,少しずつ，

適応するようになってきた。また，写す時に，1～2文字ずつ写していたが，まとまりで

とらえて写したり，何度も見直すようになり，誤字脱字が少しずつ減ってきたりしてい

る。一部は，タブレット端末活用による効果の表れであると思われる。



（2）振り返りで自信をもつことができた事例(B児）

①タブレット端末使用時間

体育科生活科自立活動の時間に行った。

②使用アプリ及び内容・特長

くカメラ＞（写真6） ＜写真＞（写真7）

壱

写真6

カメラアプリで，写真機能，ビデオ機能を使用して，児童の様子

を撮影した｡撮影した記録は,全て写真アプリに記録される｡事後，

写真アプリから，友達のビデオ記録を再生中に止めたり，ゆっくり

見たり，見たい部分をプリントスクリーン機能で撮影して，拡大し

たりして，活用した。

③学習と児童の様子

I霜蕪1

写真7

交流学級での，鉄棒の学習時に使用した。運動が苦手

なB児にとって，体育科は，特に意欲がもちにくい学習

であった。そこで，タブレット端末で撮影しよう，と興

味関心をもたせた。

技は, B児にとっては難しいものだったが，鉄棒の持

ち方や，技の順番はどうなっているのかについては，知

りたい意欲がもてた。そこで，写真8のようなビデオを

撮り，友達の手本の技を撮影して，止めたり，ゆっくり

再生して見たり，ポイントになる手の部分を，プリント

スクリーン機能で撮影して，拡大したりした。これは，

交流学級の1年生児童にも利用して，大変効果的であっ

た。このことに触発されて，自分も撮影してもらいたい

気持ちをもった。教師の補助付きではあったが，敬遠し

ていた鉄棒の技に，自ら挑戦したいと意欲を見せた。

さらに雲梯もやってみたいと，積極的になり，撮影を

希望した。B児の学習意欲に大きく影響したことが分か

った。（写真10）これらの記録は, B児の希望で，懇談

会の時に保護者に見せた。保護者も，苦手な鉄棒や雲梯

に挑戦しているB児を見て，大変喜ばれた。

函調
交流学級の参観日で，生活科の発表をすることになっ

た。交流学級で発表原稿の分担をしたり覚えたりした。

原稿を正しく読めるように特別支援学級で練習をした。

校長室に，原稿の中に登場する場面（｢校長室にはトロフ

ィーがあった｣）の写真をタブレット端末のカメラ機能で

B児自身が撮影して，意欲付けを行った。

交流学級で立ち位置や，タイミングを練習した。特別

写真8

写真9

写真10

1 串

勵
翻

詞
写真ll



支援学級で個人練習をする時にタブ

･

レット端末でビデオ撮影して，すぐﾞ

にその場で，振り返りを行った。交

流学級の練習で声が小さかったため，

特別支援学級で練習をする時にタブ

レット端末でビデオ撮影をして，振

り返りをした。声の大きさは自分で

すぐに気づくことができ，意識的に

大きな声を出そうとするようになっ

た。話し方も適度な速さになり，聞

き取りやすくなった｡発表の態度(手

がポケットに入る．よそを見て話 写真12

す・身体が無意識に動いている）に

ついては，ビデオを見て気づくことはできたが，なかなか改善されなかった｡すると，

何度か練習したり，ビデオの再生で見たりしていた時に，「両手を後ろで持ったらよい

のでは」と，自分で考え，実行したところ，発表の態度がよい状況になりB児本人も

喜んだ。発表会当日は，自信をもって，発表することができ，達成感を味わうことが

できた。

|自立活動
相手意識をもって対応する（あいさつやタイミングのよいやり取り，行動など）こ

とを目標に，特別支援学級で毎年行っている「たんぽぽカフェ」の取り組みである。

（参観日に実施）

まず，昨年度の写真やメニュー表から，内容などについて話をした。B児には初め

ての学習であった。「お客さんが喜んでくれる」ことが，カフェの「成功」になること

を確認した。

次に，言葉や行動のマニュアル表を見ながら練習した。上級生を手本にしながら覚

えていった。カフェで出すメニュー決めを行い，段々と当日が近づいてくることや，

当日，お母さんに何をすすめるかなど

を話題にして，家庭でも話をしてもら

うように働きかけた｡児童一人ずつを，

タブレット端末でビデオ撮影して，カ

フェでの言動を振り返り，言動を見直

した。写真13は「こちらへどうぞ」と

案内する時に恥ずかしくて顔を伏せて

Ｋ
Ｉ
ｑ

ｒ
ｐ

5

写真13
いる。そのビデオを見て振り返り，練

習をして，相手の顔を見て笑顔で案内できるようになった。

（写真14)

カフェ当日は,母親に,自信をもって対応することができた。

また，保護者だけでなく，校内の先生方もたくさん来てくださ

ったので，接待する機会を増やすことができた。練習の成果を

写真14

写真15



発揮する機会を多くもて，自信を積み重ねることができた。

（3）算数科でイメージをもち，計算を理解できるようになった事例(C児）

①タブレット端末使用時間

算数科の時間に行った。 十 J.々
へ●

②使用アプリ及び内容・特長
、篁ノ＜小学算数＞（写真16写真17）

小学校の四則計算，時計や図形に

関わる内容が扱われている。c児の 写真16

場合は，くり上がりのあるたし算の

醗皐が十分できていなかったため，このアプリと計

算つみきの具体物操作を平行して行って学習を進め弄一ﾉグﾌ､ごUノニ1zFb1Zﾉ1宋'IF江一i~1JL/L1JつL-JE-.白き;l生ぴノ

一瓦■アニ塞謬割:‐寺 ー。。-諏鴛$一・両

一

一

写真17

た。このアプリは，画面上をゆっくり指でスライド

写真18

させることで，式の操作が，ゆっくりと

示される。また，逆にスライドすると，

操作が戻り,何度も見直すことができる。

③学習と児童の様子（写真18～22）

計算に，苦手意識をもっていたc児で

あったが,タブレット端末を使うことで，

興味関心を継続させ，自分で操作するこ

とで面白さを感じながら，学習すること

たし■ ？
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ができた。また，問題を解くことの達成 写真19 写真20 写真21

感を感じることができ，計算に対する苦手意識を軽減すること

ができた。計算つみきの具体物操作を，頭の中でイメージする

ことが容易になり，理解が進んだ。引き続き，くり下がりのあ

るひき算にも挑戦している。

虎

粥
命

■ ■
1■

写真22（4）児童それぞれが意識的に静かに学習するために活用した事例

(A児B児C児）

①タブレット端末使用時間

国語科，算数科の一部の時間に行った。

②使用アプリ及び内容・特長

く子ども静かにタイマー＞（写真23）

音を認識するタイマーである。音の感知

’⑥子ども静かにタイマー雷

のタイマー

セッション時則 月;”＞

○音声レベル

'ⅡIⅡⅡ111ⅡⅡ11 50 1
コ

M<i#1三cルも‘’1．4窮節〒さ写す

存オブシコン

NG判定で即時終了軍

自動ﾘﾄﾗｲ 軍、

ｻｳﾝﾄﾞ 軍、

ポｲｽﾅﾚｰｼｮﾝ軍、
I団I謄郵7審ノンr青愚J－ lJ基，!jトノーバ

度や計りたい時間を設定することができ 写真23

る。（写真24）画面の犬が，設定した音の

感知度数を超えると，目覚めて激しく吠える｡静かにして，

犬を起こさずに制限時間が完了すると，賞賛の拍手の効果

音が流れる。犬が目覚めて吠えると，残念さを表す効果音

が流れる。音を感知すると，犬が目覚めそうな動き（耳を

ぴくぴくさせたり体を動かしたり）を示すため，視覚的に

写真24
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注意を促すことができる。（写真25～27）

③学習と児童の様子

3名の児童とも，大変興味をも 。

った･犬を起こさないように，声 ・

の大きさを調節したり，時間中静 ，． ゴ

かにしようとしたり努力をした｡3

名の児童は，犬を起こすことはほ

団とんどなく，静かにすることを意

曇
識することができた。（写真28）

このアプリでは，故意に大きな声

を出して犬を起こそうとする可能 官吉｡眞

』
邪mp

四
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写真26 写真27

性もあったが，3名ともそのよう

なことはなく，利用することがで

きた。

ある日，タブレット端末を使っ

ていない時に, A児とB児が，教

室内にある，お気に入りのぬいぐ

るみを，タイマーの犬に見立てて

机のそばに置くことを思いついた。 写真28 写真29

タブレット端末のアプリの様に，

ぬいぐるみが起きないように，静かに行動していた。教師からのタイマー設定ではな

く，子ども達からの自主的な行動へと発展したことが素晴らしかった。

5おわりに

3名の児童の実践については，指導途中であり，まだ不十分なことがたくさんある。し

かし，この2年間に様々な活用を試みたことで，指導上たくさんの効果を感じることがで

きた。何よりも児童が，使いたいと思うこと，使うことで理解が深まり達成感を感じられ

たことが，大きな成果であったと思う。

これからは，児童が使い方の技術を高められるよう，また，タブレット端末を使うこと

で，生活を豊かにしていけるよう，指導・支援していきたいと思う。今回の取り組みは，

タブレット端末の初歩的な操作や機能での実践であった。今後さらに，教師の技量を高め

ていく必要があると感じる。

今回このような機会をいただき，大変有意義であった。これからも，児童の状況を日々

みつめながら，自分自身のタブレット端末を活用した教育実践をさらに深めていきたい。

n曲箪蕊■■唾潮 一ロ函

－ 日＝



教育講演1

アシスティブテクノロジーの

発達障害教育への適用について
ATの基本的な考え方

氏間和仁（広島大学大学院教育学研究科）

障害者を生まない教育へATとは
ニーズ：駅のホーム階へ登りたい

AT:AssistiveTechnology

TechAct:TechnologyRelated

Assistancefor lndividualswith

DisabilitiesAct.(1988)

AT=ATDs+ATSs

ATにより、公平な競争の場において完全参

加することが目的

健常者》』
配慮されている人

障害者

＠

配慮されていない人
『ケアその思想と実践1ケアという凪愚』 91．1“.石川虚（2”8）『本を挟む無〃ﾘはみんなにある』

ニーズ：教育を受け

健常者

導塞ぎ､
ノ

宝

璽瀧蘆誉荒ぞf鴬ス配慮されている人
h”〃…皿…“1mい･~全望さﾉ201恥7′･』－‘唾-14蛇5ｺ塾76記2闇

障害は相対的に決まります
健常者だと思っている人たちの多くは，環境因子が

マス(mass)の力で，その人々に最適化されているか

らです。

→駅の階段に感謝しましょう。

健常者だと思っている人たちは，自分たちよりもハ

イテクノロジーを用いることで公平に参加出来る人

たちの，ハイテクノロジーの利用について正しい理解

を持ちましょう。

→筆が鉛筆やシャープペンシルになったり，教科書

が印刷されたりと，健常者といわれる人は既にい

い具合にテクノロジーの恩恵を享受しています。

Equalitydoesn'tmeanJustice

Equality平等 Justice公平

CENTERFORCIVICREFLECTIONより

ICTWS2015.key-2015年12月21日

【



A~｢導入の入り口 例「文字を読めない」
(教育の入り口は， 教師が責任を持つ）

文字が小さくて読めないのか？

ソリューション：適切に拡大する。
教育は，教師の見立てが重要

(子供の学習の様子を観察して困っていることに気付く）

文字を視知覚できないのか？
ソリューション：点字・音声にする。ソリューションベースの手立ての評価

(解決策を実施して，行動がどう変容するか）

文字を視覚認知できないのか？
ソリューション：文字を音韻化する。

枠組みは必要

(解決策を探るための枠組みを意識できると効果的）

Uji.Lab'sThreeApps

教育的視機能評価アプリ

URAWSS
UnderstandingReadingandWritingSkillsofSchoolchildren

C ｡函 、

Ｓ
鯉

Ｓ
錨一

一

ＡＲＵ
Ｕ
ｗ

、

Ｓ
鯉

Ｓ
錨一

一

ＡＲＵ
Ｕ
ｗ

日用視力測定 日用視野測定 日用読害測定

氏間研究室がお届けする、教育的視機能評価を助ける、

アプリ三部作です。

AppStoreで無料で入手できます。

小学生の読み書きの理解

手引き

小学生の読み書きの理解

手引き

iPadminiでは、利用しないでください。

タブレッ

iOS

PCの主な基本システム(OS)
Apple

iPhone,iPodtouch,iPad,AppleTV

■‐ロ ◆Google

NeXus,Xperia,MediaPad,ASUSPac

■令ー観
Microsoft

Surface,Asus,Acer,Mouse

璽翻 画．雷＝

'○s
Android

‐

ow0

ATとしてのiPadの魅力

Windows

呂昌Windows
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タブレットPCを選択する理由iPadを選択する理由

アクセシ標準機能
ビリティ豊富な機能直感的操作

直接的操作

即時性 菫吉

可搬性 ﾕｰザビﾘﾃ” アプリ毒ユァ
触知スイッチ

|/O

一般性 Input/Outpul カメラ．液晶
安定性

環境センサ等

事例紹介

小学生

中学生

大学生

第1ターム
（6～8月）

目的1→iPadの「漢字筆順辞典」「漢字ドリル」アプリを利用し

て，読み・書き・筆順を確認して主体的に漢字学習ができるよ

うにする

目的2→iPadの「漢字筆順辞典」を利用して､ 漢字の読み方を調

べて，文章を読み進められるようにする。

目的3→iPadの「漢字筆順辞典」を利用して漢字の書き方を調べ

たり， ひらがなキーボードを用いてテキスト入力を行えるよう

にする

目的4→iPadの「かめら絵日記」を利用して，写真を見ながら，

キーボードまたは手書きで写真から読み取れること，その時の

気持ちを書き表せるようにする。

読み書き障害の事例
小学6年

漢字は小学3年配当漢字で止まっている。

いくら練習しても書けない。

級友とのトラブルも目立ち始めた。

情緒特別支援学級へ転級となった。

抱えている困難

漢字の読み書きに困難を持っている。

国語で表すことへの－歩 漢字の読み・文の理解
見えている事柄を「文字化する」「文章化する」（支援）

広辞苑：熟語・単語で検索意味も分かる(VO)

キーボード（中国語手書き）：最も筆順に寛容

壷
即
印
０
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ

T1-2(2015/07/03)
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漢字の読み・文の理解
広辞苑で漢字の「読み」を手書入力で調べる（代替）

調べた漢字の意味をVOで確かめる（代替．支援）

第2ターム
（9～10月）

目的1→iPadの「漢字筆順辞典」を利用して､ 漢字の読み方を調

べて．文章を読み進められるようにする。

目的2→iPadの「漢字筆順辞典」を利用して漢字の書き方を調べ

たり､ ひらがなキーボードを用いてテキスト入力を行えるよう

にする。

目的3→iPadの「かめら絵日記」を利用して，写真を見ながら，

キーボードまたは手書きで写真から読み取れること，その時の

気持ちを書き表せるようにする。

目的4→VoiceOfDaisyアプリを利用して，マルチメディアデイ

ジー書籍で読書する方法を身につける。

動物図鑑の作成漢字の読み・文の理解
e・TypiStで文字を認識して読みを調べる（支援）

調べた漢字の意味をVOで確かめる（代替）

動物図鑑をVOで読み（代替) , 要点を考え，キーボード

でまとめる。読んで理解し，表現する楽しさを味わう。

iざ零翼
竜． 1

二
■
酉
■
■
】
■
■
】
■
■
卓
■
■
酉
■
■
『
■
■
ご
■
■
】
■
■
】
■
■
■

●
Ｃ
Ｇ
Ｃ
Ｏ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｇ

ｌ
ｕ
ｌ
ｌ
ｌ
」
．
’

クロサイ ■

体重800～1400kg G
生息地東アフリカ～アフ

リカ 6

サバンナに単独か家族で暮包
らし、主食は木の葉や小枝

9

アカカンガルー

体■20～85k9
生息地オウストラリア

カンガルー科の中で最大

で、体毛は密でビロード状

になった

ホ
体
生
地
体

ツキョクグマ

重150～700kg
息地北極圏周辺

上最大の肉食獣です。

毛は白色かクリーム色。

司

漢字の読み・文の理解
e.~WpistでOCRし, iBooksで読む（代替）

「社会6年下」の教科書が欲しいと依頼（自信の回復）

第3ターム
(1 1～12月）

目的1→iPadの「e.Typist」を利用して，漢字の読み方を調べて，

文章を読み進められるようにする。短な文章素材を利用した読

み取りを行う。

目的2→iPadの「かめら絵日記」を利用して，写真を見ながら，

キーボードまたは手書きで写真から読み取れること，その時の

気持ちを書き表せるようにする。動物図鑑を完成させる。

目的3→VoiceOfDaisyアプリを利用して，マルチメディアデイ

ジー書籍で読書する方法を身につける。

b
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読み書き障害（大学生） 指導内容

ノートテイク・ ・ ・板書の撮影，講義の録音
A県在住大学生(19歳）

2015/06/08A県内の眼科より紹介

DSM-5分類

独自の障害を伴う局所性学習症中

書字表出の障害を伴う局所性学習症菫

2015/06/20インテイク

主訴大学でノートを取るのに困っている。

指導歴書字障害と言われ，カウンセリングを

受けてきた。

現職大学理学部学生

情報活用・ ・ ・データの共有・活用

レポート作成・ ・ ・思考の可視化

発表・議論補助・ ・ ・思考の可視化

読書・ ・ ・印字の認識デジタルデータ活用

制度等・ ・ ・学生支援室の活用法，障害者福祉制度

報告メール
2015/09/21受信

おひさしぶりです｡以前には大変お世話になりました。
先生からの指導により劇的に大学前期の取得単位が伸
びました。
テストでもパソコンを使って受ける事ができたので成績
が良かったです。
ありがとうございました｡取得できなかった単位はパソコ
ンが使用ができない科目でした。
その部分の勉強をこれから頑張りたいと思います｡以前
より意欲的に学習に取り組む気持ちにもなりました。
また今年中には障碍者手帳の取得も考えています。
また何かありましたらご相談､ご指導していただればあり
がたいです。
以上ご報告します。
＜署名＞

まとめ

適したチャンネルだから， 力を発揮できる
句 まとめ

健常者といわれる人たちに都合の良い配慮のみを認め

ることは，フェアではない。

各人に応じた配慮があれば，皆，健常者として生きて

いける。

AT(特にデジタルテクノロジー）は、変幻自在で捉え

どころがないが，可能性は大きい。

大人の都合で，テクノロジーの適用の制限が設けられ

ていないか今一度点検する必要性がある。

未来を生きる子どもたちのために

ICTWS2015.key-2015年12月21日



’教育講演2

フレツトP(g)芒
67fG八M口1－

はじめに

①ﾀプﾚｯﾄPCを用いて､スクリーンに映っている文章を音続した。

②スクリーンの文章を指で拡大し､見やすくなった。

③音続している様子をビデオ機能で撮影し､あとで見返すことができた。

1



15/12/22

SAMRモデルによる分類

①ﾀプﾚｯﾄPCを用いて､スクリーンに映っている文章を音読した。

→従来の代用(代替）

②ｽｸﾘｰﾝの文章を指で拡大し､見やすくなった。

→機能の付加(拡大）

③音読している様子をビデオ機能で撮影し､あとで見返すことができた。

→より深い学習(変形）

実践事例について

○対象生徒について中学校特別支援学級在霜の3年生

自閉症､及び軽度知的障害

○指導期間について20ﾕ5年5月～20ﾕ5年12月学校から帰宅後、
月に1回～3回個別指導を行った。

○記録について (日付順ではなく)教科､及び内容ごとに記録

を作成した。

複数回指導した内容は前回の内容と比較で

きるようにページが続くよう編集した。

2



15/12/22

①StreetView機能による地図学習
使用LたアブIノ

ロズ噸騨:鰯をゞ
〈ことができる。また､GPS機能と

同時に確盟しながら使用すること

で主観(実際の歩行)、傭瞳(地

図)の両面から学習ができる。

（変革）

･操作が簡単なため、画面に集中するこ

とができた。

･現在地は学習できるが､地図で通った

道順を確麗することが難しかった。

②YouTubeを活用した物語の理解
使用したアブリ

ロYouTl中寿
世界中の様々な動画

をみることができる。

シークパーで気になる

箇所に注目しながら学

習ができる(変形)。

,\h,’11

．｛ 、君］
l'』、 ＆ ､ 、
､

■
』

･文章を見ただけでは理解できなかった箇所を理解

できるようになった。

･コメント欄をみること感想や気持ちを共有できた。

ロム

③双方向通信媒体を活用した学習指導

使用したアブ'ノ

ロ"臘灘窪w蕃玩弩畠当--言
Bskype(ｽｶｲプ） …“ ”，"雌 .‐ ．‐

ピデｵ“琶爾…窟 :，驚譲脅認‘論遡メッセージで連絡を取り合える｡五戸許〃x ｰ？‘ ‐

凸

□ MetaMojiShare(メタモジシェア）
複数人でリアルタイムに書き

込みができ､編集した内容は、

画面に同時に表示される。

堅≦屍1

3



15/12/22

③双方向通信媒体を活用した学習指導

凸 ●

遠方の生徒にも普段の学習に準じた

指導が行える(変革)。
▲

pー 4▲ ・・

・．‐騨壽一・壱Qb屯 ′ 、‘ 。◆． 6． 寺 ■ー

伐

ら
＠

蛤
伊
３

０
Ｊ

形
ウ
シ
永
‐
軋

凸
〃
Ｇ
殉

ｈＰｖ碑４
Ｐ
Ｍ
Ｆ
邨
口
』
凸
●

丑 竺
鐸
》

》

『年■
、
△
ユ
や
守
り

一
心
唖
‐
崔
伽
坐

｡● 凸

･手元の操作に対しての指導が行え

ないため(画面拡大､移動など)、端

末の操作になれておく必要がある。

･解答欄外への記入が可能

P4､
姉や

■ FD

④連立方程式における学習過程の変遷

、"温目量 ：:：使用したアプリ

｢1G｡9｡脚｡↑苧(グｯドﾉぎl _ HI 5|EI
pdfやjpgの陵み込み､書き込みができる。
また､続み込んだ課題等を色付け､拡大する

ことで解答しやすい琿境になる(拡大)。

画●画

●｡

同｡『｡pbox(ドﾛｯポｯｸｽ） ‐一
夕ファイルを保存､共有できる。

（無料版だと2Gまで使用可能）

GoodNotesと併せて使うことで宿題の送受信、

採点、返却がどこでも可能になる(変革)。

トー一二局

舅.; -錨
？‐) ~X言i7

④連立方程式における学習過程の変遷
10/2 11/2 11/9

"･p
lll ■0

四阿

函●｡ ．

●｡ 、

シ
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15/12/22

④連立方程式における学習過程の変遷
11/15 11/20

･毎日1問ずつ出題。

･サポートなしで解け

なるまで約50日か力

旬

るように

､った。
L

＆
気

①色分け､記号
た解法

②色分け､記号
l

③記号のみ
l

④サポートなし

手順を用い
し

匡＞ 巨＞ ー

今

ｰ

少

よくで日Tいます

［

④連立方程式における学習過程の変遷

指導開始前の様子(赤枠は保護者記入） 11/18の記録

一言一.~.、 廻 ’
戸凸一一

､ー

l 1
以前は答えが解答欄に収まりきらなかったため、計算

をするだけの力があっても記入することができなかった。

現在は定規を使って式変形をおこない解答を導くまで

の過程を整理して記入できるようになった。

SAMRでは評価しきれなかった部分について

○準備時間の短縮

→学習プリント印刷の手間､イラスト準備にかかる時間の違い

○学習意欲の向上

→操作の簡便性､楽しんで学習を行える

○従来の学習に与える影響
→手先の練習、自信の向上

5



資料

資料2高等学校の入学試験における発達障害のある生徒への配慮の事例

別室受検（自閉症、高機能自閉症、LD、アスペルガー症候群、ADHD等）

試験時間の延長(LD)

集団面接を個人面接で実施（自閉症）

問題用紙の拡大(LD、広汎性発達障害）

問題文の読み上げ(LD)

監督者による口述筆記(LD)

前日に試験会場の下見（高機能自閉症）

介助者が同席（自閉症）

保護者の別室待機(ADHD)

学力検査問題の漢字のルビ振り (LD)

集団面接の際、誰かが先に行動を見せないと自分ではできない面がある生

徒に対し、同じ中学校の受験生と同じグループで受検させた（アスペルガ

ー症候群）

面接の際、質問をわかりやすく伝え、回答を急かさない(LD)

面接の順番を早める（高機能自閉症）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

※平成20年に文部科学省が都道府県教育委員会に対し実施した調査による

※（ ）は配慮を行った生徒の障害種

お問合せ先

初等中等教育局特別支援教育課

特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議高等学校WG(第3回） 配

付資料(平成21年5月25日（月曜日）16時～18時)より



共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告） 別表（平成24年7月23日初等中等教育分科会）

別表1

○1－1－1学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮

障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するため、また、個性や障害の特性に応じて、その持てる力を高めるため、必要な知識、技能、

態度、習|貫を身に付けられるよう支援する。

見えにくさを補うことができるようにするための指導を行う。（弱視レンズ等の効果的な活用、他者へ積極的に関わる意欲や態度の育
視覚障害

成、見えやすい環境を知り自ら整えることができるようにする等）

聞こえにくさを補うことができるようにするための指導を行う。（補聴器等の効果的な活用、相手や状況に応じた適切なコミュニケー
聴覚障害

ション手段（身振り、簡単な手話等）の活用に関すること等）

できるだけ実生活につながる技術や態度を身に付けられるようにするとともに、社会生活上の規範やルールの理解を促すための指導を
知的障害

行う。

道具の操作の困難や移動上の制約等を改善できるように指導を行う。（片手で使うことができる道具の効果的な活用、校内の移動しに
肢体不自由

くい場所の移動方法について考えること及び実際の移動の支援等）

服薬管理や環境調整、病状に応じた対応等ができるよう指導を行う。（服薬の意味と定期的な服薬の必要性の理解、指示された服薬量
病弱

の徹底、眠気を伴い危険性が生じるなどの薬の副作用の理解とその対応、必要に応じた休憩など病状に応じた対応等）

話すことに自信をもち積極的に学習等に取り組むことができるようにするための発音の指導を行う。（一斉指導における個別的な発音
言語障害

の指導、個別指導による音読、九九の発音等の指導）

自閉症の特性である「適切な対人関係形成の困難さ」「言語発達の遅れや異なった意味理解」「手順や方法に独特のこだわり」等により、

自閉症・情緒障害学習内容の習得の困難さを補完する指導を行う。（動作等を利用して意味を理解する、繰り返し練習をして道具の使い方を正確に覚え

る等）

読み書きや計算等に関して苦手なことをできるようにする、別の方法で代替する、他の能力で補完するなどに関する指導を行う。（文
学習障害

字の形を見分けることをできるようにする、パソコン、デジカメ等の使用、口頭試問による評価等）

注意欠陥多動性行動を最後までやり遂げることが困難な場合には、途中で忘れないように工夫したり、別の方法で補ったりするための指導を行う。（自

障害 分を客観視する、物品の管理方法の工夫、メモの使用等）



共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告） 別表（平成24年7月23日初等中等教育分科会）

別表2

○1-1-2学習内容の変更・調整

認知の特性、身体の動き等に応じて、具体の学習活動の内容や量、評価の方法等を工夫する。障害の状態、発達の段階、年齢等を考慮しつつ、卒業後の生

活や進路を見据えた学習内容を考慮するとともに、学習過程において人間関係を広げることや自己選択・自己判断の機会を増やすこと等に留意する。

視覚による情報が受容しにくいことを考慮した学習内容の変更・調整を行う。（状況等の丁寧な説明、複雑な図の理解や読むことに時
視覚障害

間がかかること等を踏まえた時間延長、観察では必要に応じて近づくことや触感覚の併用、体育等における安全確保等）

音声による情報が受容しにくいことを考慮した学習内容の変更・調整を行う。（外国語のヒアリング等における音質・音量調整、学習
聴覚障害

室の変更、文字による代替問題の用意、球技等運動競技における音による合図を視覚的に表示等）

知的発達の遅れにより、全般的に学習内容の習得が困難な場合があることから、理解の程度に応じた学習内容の変更・調整を行う。（焦
知的障害

点化を図ること、基礎的・基本的な学習内容を重視すること、生活上必要な言葉等の意味を確実に理解できるようにすること等）

上肢の不自由により時間がかかることや活動が困難な場合の学習内容の変更・調整を行う。（書く時間の延長、書いたり計算したりす
肢体不自由

る量の軽減、体育等での運動の内容を変更等）

病気により実施が困難な学習内容等について、主治医からの指導・助言や学校生活管理指導表に基づいた変更・調整を行う。（習熟度

病弱 に応じた教材の準備、実技を実施可能なものに変更、入院等による学習空白を考慮した学習内容に変更・調整、アレルギー等のために

使用できない材料を別の材料に変更等）

発音のしにくさ等を考慮した学習内容の変更・調整を行う。（教科書の音読や音楽の合唱等における個別的な指導、書くことによる代
言語障害

替、構音指導を意識した教科指導等）

自閉症の特性により、数量や言葉等の理解が部分的であったり、偏っていたりする場合の学習内容の変更・調整を行う。（理解の程度
自閉症・情緒障害

を考慮した基礎的・基本的な内容の確実な習得、社会適応に必要な技術や態度を身に付けること等）

「読む」「書く」等特定の学習内容の習得が難しいので、基礎的な内容の習得を確実にすることを重視した学習内容の変更・調整を行
学習障害

う。（習熟のための時間を別に設定、軽重をつけた学習内容の配分等）

注意欠陥多動性

注意の集中を持続することが苦手であることを考慮した学習内容の変更・調整を行う。（学習内容を分割して適切な量にする等）
障害



共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告） 別表（平成24年7月23日初等中等教育分科会）

別表3

○1－2－1情報・コミユニケーシヨン及び教材の配慮

障害の状態等に応じた情報保障やコミュニケーションの方法について配慮するとともに、教材(ICT及び補助用具を含む）の活用について配慮する。

見えにくさに応じた教材及び情報の提供を行う。（聞くことで内容が理解できる説明や資料、拡大コピー、拡大文字を用いた資料、触ること

視覚障害 ができないもの（遠くのものや動きの速いもの等）を確認できる模型や写真等）また、視覚障害を補う視覚補助具やICTを活用した情報

の保障を図る。（画面拡大や色の調整、読み上げソフトウェア等）

聞こえにくさに応じた視覚的な情報の提供を行う。（分かりやすい板書、教科書の音読箇所の位置の明示、要点を視覚的な情報で提示、身振

聴覚障害 り、簡単な手話等の使用等）また、聞こえにくさに応じた聴覚的な情報・環境の提供を図る。（座席の位置、話者の音量調整、机・椅子の

脚のノイズ軽減対策（使用済みテニスボールの利用等)、防音環境のある指導室、必要に応じてFM式補聴器等の使用等）

知的発達の遅れに応じた分かりやすい指示や教材・教具を提供する。（文字の拡大や読み仮名の付加、話し方の工夫、文の長さの調整、具体
知的障害

的な用語の使用、動作化や視覚化の活用、数量等の理解を促すための絵カードや文字カード、数え棒、パソコンの活用等）

書字や計算が困難な子どもに対し上肢の機能に応じた教材や機器を提供する。（書字の能力に応じたプリント、計算ドリルの学習にパソコン
肢体不自由

を使用、話し言葉が不自由な子どもにはコミュニケーションを支援する機器（文字盤や音声出力型の機器等）の活用等）

病気のため移動範囲や活動量が制限されている場合に、ICT等を活用し、間接的な体験や他の人とのコミュニケーションの機会を提供する。

病弱 （友達との手紙やメールの交換、テレビ会議システム等を活用したリアルタイムのコミュニケーション、インターネット等を活用した疑似

体験等）

言語障害 発音が不明瞭な場合には、代替手段によるコミュニケーションを行う。（筆談、ICT機器の活用等）

自閉症・情自閉症の特性を考慮し、視覚を活用した情報を提供する。（写真や図面、模型、実物等の活用）また、細かな制作等に苦手さが目立つ場合が

緒障害 多いことから、扱いやすい道具を用意したり、補助具を効果的に利用したりする。

読み書きに時間がかかる場合、本人の能力に合わせた情報を提供する。（文章を読みやすくするために体裁を変える、拡大文字を用いた資料、
学習障害

振り仮名をつける、音声やコンピュータの読み上げ、聴覚情報を併用して伝える等）

注意欠陥多聞き逃しや見逃し、書類の紛失等が多い場合には伝達する情報を整理して提供する。（掲示物の整理整頓・精選、目を合わせての指示、メモ

動性障害 等の視覚情報の活用、静かで集中できる環境づくり 等）

（視覚障害と聴覚障害）障害の重複の状態と学習の状況に応じた適切なコミュニケーション手段を選択するとともに、必要に応じて状況説
重複障害

明を含めた情報提供を行う6 （補聴器、弱視レンズ、拡大文字、簡単な手話の効果的な活用等）



共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告） 別表（平成24年7月23日初等中等教育分科会）

別表4

○1－2－2学習機会や体験の確保

治療のため学習空白が生じることや障害の状態により経験が不足することに対し、学習機会や体験を確保する方法を工夫する。また、感覚と体験を総合的

に活用できる学習活動を通じて概念形成を促進する。さらに、入学試験やその他の試験において配慮する。

見えにくさからの概念形成の難しさを補うために、実物や模型に触る等能動的な学習活動を多く設ける。また、気付きにくい事柄や理解

視覚障害 しにくい事柄（遠かったり大きかったりして触れないもの、動くものとその動き方等）の状況を説明する。さらに、学習の予定を事前に

知らせ、学習の過程や状況をその都度説明することで、主体的に状況の判断ができるように指導を行う。

言語経験が少ないことによる、体験と言葉の結び付きの弱さを補うための指導を行う。（話合いの内容を確認するため書いて提示し読ませ

聴覚障害 る、慣用句等言葉の表記と意味が異なる言葉の指導等）また、日常生活で必要とされる様々なルールや常識等の理解、あるいはそれに基

づいた行動が困難な場合があるので、実際の場面を想定し、行動の在り方を考えさせる。

知的発達の遅れにより、実際的な生活に役立つ技術や態度の習得が困難であることから、調理実習や宿泊学習等の具体的な活動場面にお

知的障害 いて、生活力が向上するように指導するとともに、学習活動が円滑に進むように、図や写真を活用した日課表や活動予定表等を活用し、

自主的に判断し見通しをもって活動できるように指導を行う。

経験の不足から理解しにくいことや移動の困難さから参加が難しい活動については、一緒に参加することができる手段等を講じる。（新し

肢体不自由 い単元に入る前に新出の語句や未経験と思われる活動のリストを示し予習できるようにする、車いす使用の子どもが栽培活動に参加でき

るよう高い位置に花壇を作る等）

入院時の教育の機会や短期間で入退院を繰り返す児童生徒の教育の機会を確保する。その際、体験的な活動を通して概念形成を図るなど、

病弱 入院による日常生活や集団活動等の体験不足を補うことができるように指導する。（視聴覚教材等の活用、ビニール手袋を着用して物に直

接触れるなど感染症対策を考慮した指導、テレビ会議システム等を活用した遠隔地の友達と協働した取組等）

言語障害 発音等の不明瞭さによる自信の喪失を軽減するために、個別指導の時間等を確保し、音読、九九の発音等の指導を行う。

自閉症.情緒障自閉症の特性により、実際に体験しなければ、行動等の意味を理解することが困難であることから、実際的な体験の機会を多くするとと

害 もに、言葉による指示だけでは行動できないことが多いことから、学習活動の順序を分かりやすくなるよう活動予定表等の活用を行う。

身体感覚の発達を促すために活動を通した指導を行う。（体を大きく使った活動、様々な感覚を同時に使った活動等）また、活動内容を
学習障害

分かりやすく説明して安心して参加できるようにする。

注意欠陥多動好きなものと関連付けるなど興味・関心が持てるように学習活動の導入を工夫し、危険防止策を講じた上で本人が直接参加できる体験学

性障害 習を通した指導を行う。
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以下の基本機能の操作を身につけておく必要がありまあす6

発達障害教育における

ICT活用

iPad用アプリ紹介

読み上げ

ボイスオーバー（ショートカット）

アクセスガイド（ショートカット）

辞書（標準辞書を引く）

カメラ等へのアクセス許可（プライバシー設定）

氏間和仁(広島大学）

文字学習支援震鰡眉驚ぞよそ②
文字学習、文字の前段階の学習系アプリ

騨撰響熱‘鯛鰄鯖懲霧j!
スタンプを押すことができる。

書き順レコーダー(無料）

圃季轡譽で箪順画像を作成で篝るｱﾘ｡作成した篁順をｶﾒﾗﾛｰﾙゞ
…レコダ保存できる。画面上で練習もできるし、印刷した用紙にも練習できる。

圏悪離鮮閻眺鐡裂熟し出して夕,プして回ゞ
溥書がしするアプリ。文字の同定、相違点の認識などの文字学習の基本的力を身に

つけることができる。

灘雷雪駕錫譽篁餓崖茎蝋騰樵の学習が”
’名rQganaT‘…えるアプリ。イラストや音での確認もできるため、適応範囲が広い。

文字学習支援震鰡悪評ぞよそ。
文字学習、ドリル学習系のアプリ

ども簿漢字ゆびドﾘﾙ(500円程度/学年）
1年から6年までの配当漢字及びひらがな、カタカナの版が準備されている。漢字

己6年 書き．読みの練習、腕試し、学習履歴などの機能がある。

とも準
漢字

鬮離瀞驫織鰯朧悪琵
め指定しておくことができる。採点基準や項目を設定できるため、対象者

の状態に応じた採点が可能である。

かけるかな？(500円程度、一部無料）

10級から漢字の書きのテストを受けながら学習を進められる。ヒントを押

州 すと、字形や筆順を表示するので確認しながら学習できる。



書き支援 驚鰡用鱒そ蟻そ②
書き支援、ドリル学習系のアプリ

圏きれいな字HD(500円程度）ひらがな、ひらがなで構成された単語をなぞり書きすることで文字や字形

画れぃな字 を学習できるアプリ。濃い文字、薄い文字の上になぞり書きした後、なぞ
り書きなしで書くことができるようになっている。

潅鵜駕篭茎繍職蕊w畠鰯
書き間違いの防止、字形の整え、真っ直ぐ書くなどの効果をねらえる。

こどもレター(無料）

‘制文字や文章をﾃｷｽﾄで入力して画面上でその文字の上をなぞり書き・
息 ． きるアプリ。字形を整えて書くことができる。実際の用紙ではなく、iPad
し

上でバーチャルになぞり書きができ、手書きした文字をカメラロールに保

存して利用することができる。

なぐ
野面酔国増 作文支援 驍鰡鰹評そよそ”

作文支援、作文するまでの思考を助けるアプリ

ーマ琴｜ かめら絵日記(無料）

鼬上段に写真､下段に文章を作成できるｱﾘ｡上段に文章にしてみたい様
…塵e己子をとらえた画像を表示して、それを見ながら下段に文章を書くことがで

きるので、まずは見たままを書いてみる、その時の気持ちを書いてみるな

ど状態に応じて作文するおとを助けてくれる。文章は手書き・キーボード

を選択できる。

ロイロノート(500円程度、スクール版は無料）

圏写真と實声がｾｯﾄになったｶｰドをいくつも作りそれ蓬つなげてｽﾄｰ
“ノト リーを作るアプリ。社会科見学や読書時の感想などのトピックをカード化

しておき、並び方を考えて、作文の流れを作成できる。

團雪郷3箕懲で薑るｱブﾘ｡作文する際内…篭2次売約．
s耐画cMm｡、概念地図にしておくことで、作文しやすくすることができる。並びを変え

たり、階層を変えることができるので、試行錯誤しながら文を練ることが

できる。

愚

園

読み支援
価格は500円刻みでそよその

額を示しています。 読み支援 ：鑿謝驚そよそ②
読み支援、教科書や書籍をの読書を支援するアプリ読み学習、印刷された文字を認識するアプリ

鑓かんじか葱讓享学習鰯『漢……プﾘ("･門震度1ホームページやメールなどのテキストデータに振り仮名を振るアプリ。振

，ん“与 り仮名は教育漢字の学年配当で設定することができる。また、振り仮名を

ルビにしたり、漢字と置き換えて表示することができる。

e.~Wpist(1000円程度）

doCRｱﾘ｡ ,剛された文字を写真で撫影…写真の…文字ゞ財T

検出して、テキストデータに変換することができる。テキストデータ化さ

れると、音声読み上げさせることができるため、印刷物を音声読み上げで

きるようになる。

鋼』

、器烈懲DFﾌｧｲﾙを読み上げるｱ ﾘ｡読書中読みの分か‘
u･ブラゥザない文字を選択し、読み上げさせたり、意味を調べたりすることができる。

「読み上げ」や「辞書」のメニューの文字サイズが大きく操作性が高い。

同内容のHTMLファイルを一緒に登録しておくと、そちらを瞬時に表示す

ることもできる。

國職働言籍を関覧ず…のｱ ﾘ｡ポｲｽｵｰパｰを細鰯する．
K銅d胸 とで、活字を音声化して読み進めることができる。

券鮒疎宮淵普観覧するためのｱ ﾘ｡ﾏﾙﾁﾒデｨﾌ
ボｨｽｫブデ…デイジー、音声デイジー、シネマデイジーなど、様々なデイジー形式の書

籍を再生できる。

図
タッチ＆リード(2000円程度）

静写真を撮影しOCRしたい部分を指定して読み上げさせるｱブﾘ｡印刷物●
ポスター、本などを撮影し、音声で読み上げさえたい部分を囲うとOCRをD LU」

行い、自動で読み上げさせることができる。読み上げさせたい部分を指定

できる点が特徴である．



’

コミュ支援驚鰡闇鱒そよそ②
コミュ支援、テキストベースのコミュニケーションアプリ

鼠驫蕊欝蟇要職淵下総熊
わえ､きいて音声出力する。音声は、肉声。

闇雲鵜蝋辮艫淵瀦繍：
楢伝蔭 ことができ、合成音声で読み上げる。

㈱に鰯碁蝋諾読麗陽塗熱ドを押して文章を組
遣坐,’ み立て、合成音声で読み上げる。連絡先から読み込んでメールを書くこと

TAﾃｷｽﾄSもできる。シンボル版もある。

哩蓋篝騒勵嚇駕鑿噸窒：
書く練習などでも利用できる。

I＝向1U

TAテキストS

コミュ支援 蕊鰡闇雲了そよそ①
コミュ支援、発声練習、絵力一ドコミュアプリ

園蕊鴬蒙塁讓臘…愚壼Ⅷ…

圏篝灘擬鰔巽駕?庭，言…－
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平成27年度広島大学

発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期支援・教職員の専門性向上事業

（発達障害に関する教職員育成プログラム開発事業）

発電潭害のある児童生徒のICT活用による支援I
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